



























































免振ゴム （アイソレー ター ）
イントは、精度の良い荷重計の役目も
果たします。
この装置は、モデルに200tの慣性力、
士30cmの変形、200c cの最大相対速
度を与えることができます。慣性加力
装置を使った実験で、鋼製の柱・はりモ
デルが、耳をつんざくような大きな音
を立てて破壊する様子を見ると、改め
て地震の恐ろしさを思い知らされます。
慣性加力装置は、今までに、制振ダ
ンパー の試験、免震ゴムの破断試験に
も用い られています。
「柱・ はり接合部の破断試験l
実物の鋼製柱・ はり接合部のモデル
20体以上を壊し、板厚、溶接細部、試
験体温度、断面形状の違いによる変形
能力、エネルギー 吸収能力の変化につ
いて貴重なデー タを得ることができま
した。試験結果から鋼材のじん性 （ね
ばり）の推定に際しては、細心の注意
が必要であることがわかりました。
（東京大学、官民特定共同研究）
「制振ダンパー の試験」
現状の耐震規準に合わない古い鉄筋
コンクリー トの建物を補強するために、
すじかいの部分にエネルギー 吸収能力
の高い特殊な材料（極低降伏鋼材や粘
弾性材料）を使ったダンパー を用いる
ためのデー タを得ることを目的とした
試験です。ダンパーで補強した場合に
は試験体は壊れませんでしたが、ダン
パー を取り去った実験では試験体は崩
壊し、設計法の妥当性が検証されまし
た。（建設省・建築研究所との共同研究）
l 免震ゴムの破断試験」
慣性加力装憤の200tの重りを支える
ために用いた免震ゴムの破壊状態を見
るために行った試験です。直径42cm、
高さ24cmの免震ゴムは、50cm以上変形
しても元に戻るという凄まじい復元特
性を示しました。（建設省・建築研究
所との共同研究）
（問い合わせ先： 防災総合研究部）
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